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 第 418 号（１）        ダ  ン  プ  通  信                2019 年 1 月 28 日（月） 

）  

広
島
の
ダ
ン
プ
労
働
者
の
新
聞 

ダ 
ン 

プ 

通 

信 

徒 

然 

草 

■
賃
金
や
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
額
、
労

災
保
険
の
給
付
額
な
ど
実
に
一
六
項
目

の
基
礎
と
な
る
「
勤
労
統
計
」
が
二
〇
〇

四
年
か
ら
一
五
年
間
に
わ
た
り
か
さ
上

げ
し
た
ウ
ソ
の
数
字
が
公
表
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
発
覚
し
た
■
政
府
は
昨
年
二

〇
一
八
年
一
一
月
ま
で
の
物
価
の
影
響

を
除
い
た
実
質
賃
金
の
伸
び
が
プ
ラ
ス

の
数
値
だ
っ
た
の
が
、
修
正
後
は
ゼ
ロ
％

か
二
月
に
公
表
さ
れ
る
昨
年
一
二
月
の

結
果
次
第
で
は
通
年
で
マ
イ
ナ
ス
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
■
全
数
調

査
で
や
る
べ
き
と
こ
ろ
三
分
の
一
し
か

や
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
誰
の
判
断
で
、

な
ぜ
そ
う
や
っ
た
の
か
、
厚
労
省
の
特
別

監
査
委
員
会
の
報
告
で
も
「
組
織
的
な
隠

ぺ
い
は
な
い
」
と
し
た
だ
け
で
、
疑
問
に

は
答
え
て
い
な
い
。
安
倍
首
相
は
こ
れ
ら

の
経
済
統
計
を
根
拠
に
「
五
年
連
続
で
今

世
紀
最
高
の
水
準
の
賃
上
げ
」
と
か
「
戦

後
最
高
の
景
気
回
復
」
と
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

を
自
画
自
賛
し
て
き
た
し
、
消
費
税
の
増

税
の
根
拠
に
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
い
ま
こ
の
根
拠
は
崩
れ
て
い
る
■
厚

労
省
は
昨
年
の
「
働
き
方
改
革
」
に
際
し

て
も
デ
ー
タ
の
ね
つ
造
が
発
覚
、
こ
れ
ま

で
も
ア
ベ
政
権
の
下
で
公
文
書
の
改
ざ

ん
や
ね
つ
造
、
隠
ぺ
い
が
さ
ん
ざ
ん
行
わ

れ
て
き
た
が
『
ま
た
か
』
と
慣
れ
て
し
ま

っ
て
は
い
け
な
い
■
今
回
の
「
勤
労
統
計

偽
装
」
の
被
害
者
は
実
に
二
千
万
人
に
の

ぼ
る
。
国
会
ま
か
せ
で
な
く
我
々
も
追
及

し
て
真
相
を
明
ら
か
に
し
た
い
。（
Ｍ
） 

    

 

一
月
二
六
日
（
土
）
の
午
後
か
ら
広
島
県
労
働
組
合
総
連
合
（
広
島
県
労

連
）
は
二
〇
一
九
年
春
闘
を
闘
う
意
思
統
一
の
た
め
「
第
五
九
回
評
議
員
会
」

を
開
催
、
建
交
労
か
ら
も
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

かちとろう 大幅賃金引上げ、8 時間働いて

人間らしく暮らせる社会、とめよう 安倍 9

条改憲、消費税増税 （2019国民春闘スローガン） 

 要求を実現させ、組合員拡大を前進させよう。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
警
報
レ
ベ
ル
を
上
回
る
！ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
全
国
的
に
も
大
流
行
し
、
警
報
レ
ベ
ル
を
上
回

っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
広
島
市
で
は
二
〇
一
九
年
第
三
週
（
一
月
一

四
日
～
一
月
二
〇
日
）
は
、
一
五
四
五
人
（
定
点
当
た
り
四
一
・
八
人
）

と
な
り
前
週
の
約
一
・
五
倍
に
増
加
し
、
警
報
レ
ベ
ル
（
定
点
当
た
り

三
〇
人
）
を
上
回
り
ま
し
た
。
ま
た
、
学
級
閉
鎖
等
も
増
回
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
流
行
が
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
十
分
な
休
養
と

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
心
が
け
、
手
洗
い
や
う
が
い
の
励
行
、
適

度
な
湿
度
の
保
持
、
人
混
み
へ
の
外
出
は
控
え
る
な
ど
の
対
策
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
早
め

に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。（
広
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
） 

 

 

県
労
連
の
神
部
泰
広
議
長
の
挨

拶
に
続
い
て
、
門
田
勇
人
事
務
局
長

が
二
〇
一
九
年
春
闘
方
針
に
つ
い

て
以
下
の
「
五
つ
の
重
点
課
題
」
を

中
心
に
提
案
し
ま
し
た
。 

 

重
点
課
題
は
▽
大
幅
賃
上
げ
と

最
賃
闘
争
に
全
力
を
あ
げ
る
▽
ア

ベ
「
働
き
方
改
革
」
に
総
反
撃
を
す

る
▽
改
憲
発
議
を
絶
対
に
さ
せ
な

い
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
た
た

か
い
▽
消
費
税
増
税
反
対
・
社
会
保

障
充
実
・
災
害
復
興
・
原
発
ゼ
ロ
を

は
か
る
▽
要
求
と
組
織
拡
大
を
結

合
し
て
取
り
組
む
こ
と
、
で
す
。 

一
三
日
か
ら
申
告
相

談
会
始
め
ま
す 

 

組
合
で
は
二
月
一
三
日
か
ら
申
告
相

談
会
を
開
き
ま
す
。
日
程
・
場
所
等
に

つ
い
て
は
裏
面
を
見
て
く
だ
さ
い
。 

 

（
以
下
注
意
点
に
つ
い
て
記
載
） 

【
控
除
証
明
書
】 

 

国
民
年
金
、
生
命
保
険
、
地
震
保
険

な
ど
の
控
除
証
明
は
必
ず
必
要
で
す
。

紛
失
し
た
人
は
再
発
行
し
て
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
。 

福山地区での税金相談会の

様子（福山市参画センターに

て） 

 

 

【
年
金
受
給
者
】 

年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
を
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
天
引
き
さ
れ
て
い
る
社
会
保
険
料
や
税
金
を

確
認
す
る
た
め
で
す
。 

【
改
正
点
・
・
配
偶
者
特
別
控
除
の
対
象
が
大
幅
に
変
更
に
】 

 

昨
年
ま
で
は
所
得
七
六
万
円
（
給
与
収
入
百
四
十
一
万
円
）
ま
で
の

人
が
対
象
で
し
た
が
所
得
百
二
十
三
万
円
（
〃
二
百
一
万
六
千
円
）
に

拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
本
人
の
所
得
（
九
〇
〇
万
円
以
上
）
に
応

じ
て
配
偶
者
・
配
偶
者
特
別
控
除
の
金
額
が
変
わ
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。 

【
医
療
費
の
計
算
に
つ
い
て
】 

 

医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
昨
年
か
ら
領
収
書
の
添
付
は
不
要

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
代
わ
り
に
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
を
提
出

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
不
明
な
点
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

当
面
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
二
月
二

一
日
の
「
二
〇
一
九
年
ヒ
ロ
シ
マ
地
域
総

行
動
」（
広
島
市
内
終
日
）
、
春
闘
山
場
の

三
月
一
四
日
に
は
「
春
闘
勝
利
決
起
集

会
」
（
県
庁
前
広
場
）
を
開
催
す
る
、
労

働
者
の
要
求
実
現
と
生
活
と
権
利
を
守

る
た
め
「
裁
判
闘
争
」
続
け
る
仲
間
を
支

援
す
る
事
、
「
消
費
税
の
増
税
反
対
請

願
」
署
名
を
取
り
組
む
こ
と
、
な
ど
を
提

案
し
、
討
論
の
後
す
べ
て
の
議
案
を
採
択

し
ま
し
た
。 

評議員会で挨拶する神部議長 

1月 26日ロードビルにて 



「
ダ
ン
プ
ア
ン
ケ
ー
ト
」 

第 418号（２）      ダ  ン  プ  通  信      ２０１９年 1月 28日(月) 

 

○
税
金
相
談
会
は
二
月
一
四
日
よ
り
。 

 

今
年
は
二
月
一
八
日
（
月
）
か
ら
三
月
一
五
（
金
）
ま
で
が
平
成 

三
十
年
度
（
二
〇
一
八
年
度
）
の
確
定
申
告
の
期
間
と
な
り
ま
す
。 

相
談
会
の
日
程
は
、
左
記
の
通
り
で
す
が
、
変
更
も
あ
り
ま
す
の 

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

今
年
か
ら
、
安
佐
南
と
安
佐
北
地
区
、
中
部
地
区
に
つ
い
て
も
広
島 

地
区
と
佐
伯
地
区
同
様
そ
れ
ぞ
れ
「
組
合
事
務
所
」
で
行
い
ま
す
。 

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
六
時
か
ら
で
す
。
呉
地
域
に
つ
い
て
は
エ

バ
ー
運
輸
（
企
）
の
呉
営
業
所
事
務
所
に
て
行
い
ま
す
。 

ま
た
福
山
地
区
に
つ
い
て
は
、
今
年
は
土
曜
日
の
一
日
だ
け
と
し 

ま
し
た
の
で
日
曜
日
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

す
で
に
送
っ
て
い
ま
す
組
合
の
「
自
主
計
算
書
」
に
必
ず
記
入
を
し 

て
相
談
会
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
「
ダ
ン
プ
の
労
働
条
件
改
善
署
名
」
と
「
ダ
ン
プ
ア
ン
ケ
ー 

ト
」
を
同
封
し
ま
す
の
で
、
税
金
相
談
会
に
持
っ
て
来
る
か
組
合
に

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
相
談
会
の
日
程
】 

◇
二
月
一
四
日
（
木
）
呉
市
「
エ
バ
ー
呉
営
業
所
」
事
務
所
に
て 

（
呉
地
域
の
関
係
） 

◇
二
月
一
六
日
（
土
）
午
後
六
時
か
ら
一
〇
時
ま
で 

 
 

●
福
山
市
民
参
画
セ
ン
タ
ー
に
て 

 

（
備
後
地
域
の
関
係 

電
話
〇
八
四-

九
二
三
―
九
〇
〇
五
） 

◇
二
月
二
六
日
（
火
）
組
合
事
務
所
に
て
午
後
六
時
よ
り
九
時
ま
で 

 
 

広
島
地
域
（
佐
伯
・
広
島
東
・
安
佐
南
・
北
地
区
、
中
部
地
区
） 

 

な
お
当
日
は
「
税
金
相
談
会
」
の
経
費
補
助
と
全
国
ダ
ン
プ
交
流 

集
会
、
広
島
の
組
合
作
り
を
支
援
す
る
基
金
カ
ン
パ
を
集
め
る
た
め
、

一
口
３
千
円
の
カ
ン
パ
を
徴
収
し
ま
す
の
で
組
合
員
の
多
く
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
カ
ン
パ
の
途
中
経
過
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
号
四
一
九
号 

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

        

 

 

一
月
九
日
（
水
）
の
夕
方
、
二
〇
一
九
年
闘
い
の
幕

開
け
と
な
る
広
島
県
労
連
・
ヒ
ロ
シ
マ
労
連
合
同
の

「
新
春
旗
開
き
」
が
広
島
市
東
区
の
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

広島県労連・ヒロシマ労連が新春合

同旗開き  2019年の闘いがスタート 

 ダンプ支部から 3 人参加、武田喜成事務局長

は当日の司会を務めました。 

 

旗
開
き
に
は
各
労
働
組
合
や
市
民
団
体
な
ど

か
ら
会
場
い
っ
ぱ
い
一
五
七
人
が
出
席
、
建
交
労

か
ら
は
県
本
部
、
広
島
支
部
、
広
島
ダ
ン
プ
支
部

か
ら
六
人
が
参
加
、
ダ
ン
プ
支
部
か
ら
は
小
林
議

長
、
武
田
事
務
局
長
、
山
田
特
別
執
行
委
員
の
三

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

広
島
県
労
連
の
神
部
泰
広
議
長
は
主
催
者
あ

い
さ
つ
で
「
二
〇
一
八
年
は
ア
ベ
政
権
の
暴
走
が

加
速
し
国
民
の
不
安
と
怒
り
を
広
げ
た
が
、
私
た

ち
の
行
動
や
た
た
か
い
が
自
民
党
の
憲
法
改
悪

の
審
議
を
阻
止
し
た
。
今
年
は
地
方
選
挙
・
参
議

院
選
挙
が
あ
り
、
市
民
の
要
求
を
実
現
す
る
た
め

市
民
と
野
党
の
共
同
で
政
治
を
変
え
る
よ
う
取

り
組
も
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
来
賓
の
挨
拶

に
続
き
、
労
働
相
談
員
や
労
働
争
議
を
た
た
か
う

仲
間
の
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
懇
談
し
ま
し
た
。 

昨
年
秋
新
し
く
県
労
連
幹
事
に
選
出
さ
れ
た

武
田
喜
成
事
務
局
長
は
、
「
旗
開
き
」
の
司
会
の

大
役
を
立
派
に
努
め
ま
し
た
。 

   
 

 
 

 

賛
同
者
は
五
九
一
人
に
到
達 

「
市
民
の
願
い
に
こ
た
え
る
広
島

市
長
を
誕
生
さ
せ
る
会
」が
発
足 

一
月
二
七
日
（
日
）
の
午
後
広
島
市
中
区
の
国
際
会

議
場
に
て
、
広
島
市
長
選
挙
（
三
月
二
四
日
告
示
、
四

月
七
日
投
票
）
の
候
補
者
擁
立
を
め
ざ
す
市
民
団
体
「 

市
民
の
願
い
に
こ
た
え
る
広
島
市
長
を
誕
生
さ
せ

る
会
」
の
発
足
の
集
い
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

昨
年
末
に
呼
び
か
け
人
に
よ
る
「
集
い
」
が
開
催
さ

れ
四
七
人
が
参
加
、
そ
の
後
「
賛
同
者
」
を
募
り
、
当

日
は
二
〇
〇
人
を
超
え
る
参
加
者
が
集
ま
り
、
会
の
発

足
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。 

当
日
は
、
長
崎
市
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
橋
場
紀
子
氏

の
講
演
に
続
き
、
広
島
市
長
選
挙
に
む
け
て
▼
核
兵
器

禁
止
条
約
へ
の
署
名
・
批
准
を
政
府
に
求
め
る
、
▼
教

育
・
福
祉
・
医
療
・
介
護
・
中
小
企
業
支
援
最
優
先
▼

災
害
対
策
に
本
気
で
取
り
組
み
、
不
要
不
急
の
大
型
事

業
は
い
っ
た
ん
凍
結
し
暮
ら
し
や
福
祉
の
財
源
に
、
な

ど
の
基
本
政
策
と
「
会
則
」
の
提
案
が
行
わ
れ
参
加
者

の
拍
手
で
こ
れ
を
確
認
・
決
定
し
ま
し
た
。 

基
本
政
策
へ
の
賛
同
者
を
千
人
、
一
万
人
と
広
げ
、

市
長
候
補
は
全
国
か
ら
探
し
て
擁
立
す
る
こ
と
な
ど

行
動
提
起
が
あ
り
、
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

  

200 人を超える参加者で「市民

の願いにこたえる広島市長を

誕生させる会」が発足（1 月 27

日国際会議場「ダリア」にて 

 

 

 参加者全員で「頑張ろう！」を合

唱（写真上）と司会の役目を果たした

武田喜成事務局長（1 月 9 日・ガーデ

ンパレス） 


